
経済・財政再生計画に係る医療・介護の改革の全体像（イメージ）

医療給付・介護給付の
適正化

⑫予防・重症化予防、後発医薬品使用促進、受療行動適正化
⑯セルフメディケーション推進

⑮保険者による個人の健康づくり等へのインセンティブ付与
⑳保険者によるデータヘルスの全国展開
⑭保険者間のインセンティブ強化

国民の行動変容

【横断的課題】
【入院】
①都道府県による地域医療構想の策定と病床の機能分化・再編

【地域（外来、在宅、介護）】
⑨かかりつけ医の普及
㊱かかりつけ薬局推進
⑦地域包括ケアシステムの構築
㉑民間事業者による生活関連サービスの供給促進

【基盤の整備】
④医師・看護職員等の需給、⑩医療関係職種の役割分担
㉑医療関係職種の活躍促進、民間の知見等の活用
㉒介護の生産性向上

医療・介護サービスの効率的な提供
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㉔㉕㉖負担能力に応じた公平な負担（高額療養費制度、後期高齢者の窓口負担、高額介護サービ
ス費、介護保険の利用者負担、介護納付金総報酬割、金融資産等の考慮）

㉗公的保険給付の範囲・内容の適正化（介護保険の軽度者対応等）

公平な負担と給付適正化

予防を通じ
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適切な内容
のサービス
利用

⑤重複受診・重複投薬対策

⑫重症化予防・介護予防

公費・保険料
負担の抑制
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⑪（ⅰ）基金のメリハリある配分
⑪（ⅲ）病床機能に応じた診療報酬の設定
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【入院医療費】

①療養病床の入院受療

率の地域差の是正

【外来医療費】

⑤地域差の分析・是正

【薬剤費】

⑥㉘後発医薬品の普及

促進・都道府県別の差

の是正

【調剤費（薬剤費以外）】

㊲調剤技術料等の妥当

性の検証と適正化等

⑰要介護認定率や一人

当たり介護給付費の

地域差の分析・市町村

による取組の促進
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